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ま え が き

タンニン類は従来各種の定性試験法によつて,大別的

に分類することが試みられているが,細部についてはき

わめて多種多様であつて,植 17/」の類縁種属であつても保

有するタンニン類には相異がみられるものである。筆者

はこれら植物タンニン類を紫外部の吸収スペクトル的挙

動により分類することを企図して,さ きに植物タンニン

の紫外部吸収スペクトルに関する研究 (I)1)におい

て,その可能性について検討して報告した。すでにこの

分野では BANDOW2)が 各種フエノール類およびその配

糖体の吸収特性について報告しており, BRADFIELD,
PEACNEYお よび WRlCHT等めは茶葉タンニンについ

て記述し,岡村・飯塚等4).5)は モノンマアカンア,ク リ
のタンニンについて記載している。また SOHN6)はタン

エン溶液の極大吸収の有無とタンニン類の大別的分類と

の関連性について報告した。 BUCHANAN, LEWISお
よび WEBER等7)も多数のタンニン抽出物の紫外部吸
収曲線の特性について指摘した。 MARANVILLEお よび
GoLDSCttMID等 8)も植物の種類に従つて,極大吸収の

位置に3個の型が存在することを報告した。筆者が前報

で述べたことは,要するに加水分解性デノンド型,同ユ

ラーグ型および縮合型タンニンが各々明確な相異を示す

吸収曲線を与えるということを, 3種類の典型的なタン

ニンを用いて明らかにしたものである。本報ではクリ属

植物タンニンの紫外部吸収スペクトル

に関する研究 (1)

樹皮タンエンの吸収曲線によるクリ属およびマツ

属の識別について

Studies On UltraviOlet― absorption Spectra of the

Vegetable Tan�ns(1)

On the Discrilnination of Chestnut and Pine by

Spectrophotometric Curves Of Their Bark Tannins

JUN KIsHIMOTOキ

潤
キ

本岸

とマツ属の合計10樹種につき,30試料を用いてその吸収

型の特徴を調査し,その詳細な比較によつて,これらの

試料に更にどのような識別点が存在しているものかを検

討しその結果を報告するものである。

材料および実験方法

クリ属については支那栗 G,Sサαttα ″ο′力ddガ物,の系
統として傍±23号,西川支那,日 の春 1号,林甘栗の 4

品種,支那栗と日本栗 Crrsrrr″ υα θ″¢ηαナαとの Flと
して兵庫 7号,兵庫57号,田辺,林 1号,利平の 5品種
を採用した。これら9品種は兵庫県林業試験場に品種試

験用として栽値中のものであつて,同場の中原照雄技師
の御好意により入手したものである。日本栗としては,

太玉,銀鈴,鹿の爪,今北,篠 ,錦秋,有摩,若枝,銀
寄,七福早生,大和早生,森早生を採用した。これら12

品種は鳥取県林業試験場にクリタマバチ抵抗性品種試験

のために蒐集栽植中のものであつて,同場の福田英比古

技師の御好意により入手したものである。更に比較のた

めに日本栗としていま1種,鳥大農学部付属面影演習林
に自生するンバグジを供試した。以上22種の実験材料を

供試したが,いずれも10月 中旬～11月 上旬,結実量調査

後に1～ 2年生枝を採取し,その樹皮を用いた。
マツ属については,ア カマン P7i″クs滋″立″οπ,,ク
ロマツ 2η″Sナ7Pクあ¢τガ, リギダマツ PガZ2s々gゲtrF,

テーダマツ β″2Sチ,ι力 , フランスカイガンシヨク

キ
鳥取大学農学部林産製造学研究室 Lab,Of Forest PrOducts,F策 .Of Agr.,TOttOn un� ..Tottori



植177Jタ ンニンの紫外部吸収スペクトルに関する研究 (I) ( 39 )

PカクS″″rlsナ?′,カ リビアマツ Pi″クSθ″力rrtrr,ヒ メ

コマツ P物クS夕¢ガ効 〃α, ゴヨクノマツ P力″d

″ガ″ 727′′αMり″υα″.カケ物滉ο
",チ
s″ の8種を供試

材料とした。いずれも鳥大農学部構内の樹木園および演

習林苗圃に栽植中のものである。試料は二月中旬に各樹

とも2・ 3年生枝を採取しその部分の樹皮を用いた。

以上クリ属,マ ツ属の試料合計30種はよ1皮細切のの

ち,蒸溜水にて温度 50°Cに保つて1夜抽出を行い,抽

出液をそれぞれ次の 3種類の緩衝液で稀釈し,全固形物

量を約 0.001%と なるように調整して測定した。

緩衝液

pH2.J N/10塩酸11,90ccttM/5塩 化カリ44,05cc

――■>7k100CC

pH4.0-一N/10酢酸 :N/10酢酸ソーダ (8:2)
pH10 0-一―

|と:麺:帯A55gl――:談托c
測定に使用した光電分光光度計は日立EPB―U型であ

る。操作は常法により行い,浪I定結果の記録と吸収曲線

の傾向表示は第 1報と1)同様に行つた。

結果および考察

実験結果は第 1～ 4表および第 1～ 30図に示す通りで

ある。
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Table 2・ B・
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StttrophotOmetric curves in the ultraviolet FegiOn
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植物タン■ンの増 (部吸収スペクトルに関する研究 (I)
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ペクトルた関する併究 (1)
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植物タンニンの紫外部吸収スペクトルに関する研究 (I) (47)

先ずクリ属について pH4.0の 吸収曲線の傾向をみれ

ば,支那栗の 4品種について共通的に認 め られ ること

は,いずんも極大点,極小点を示さないことである。し

かしこれらは傾向として全然不明確な状態というのでは

なく,ク リ樹皮タンニyに共通な概形的傾向はもつてい

る。この点はそれぞれの品種の △10gKAの値をみても

首肯できるが,各図によつて一層明瞭に認められる。従

来の知見によると,ク リタンニンは紫外部に極大点,極

小点を示さないものであるとされているが,支那栗の樹

皮タンニンについては確かにこの傾向はあてはまる
よう

である。しかし同じクリタンニンであつても後述するン

バグ)の如き日本栗については極大点,極小点は明らか

に認められる。したがつてかりに支那栗の各品種にお
い

て極大点,極小点が認められないとしても,ク )樹皮タン

ニンの一般的傾向 としてこれをそのまま他の
O対
'″
Oα

に適用すること
5)はできない。支那栗 4品種のうち最も

不明確な曲線型をもつものは日の春 1号であつて,変曲

点もあまり明らかでない。西川支那も日の春
1号に近似

の傾向であるが,270mμ 附近と 250m″ 附近にかなり点

明らかな変曲点がある。林甘栗も西川支那に類似の変曲

をもつている。傍±23号は変曲点が 265m″ 附近と
245

mμ 附近に浅色移動している点と,極大点 ,極小点
こそな

いが,日本栗的傾向により近い吸収を示す点ですこし趣

を異にする。しかしながら4品種は前述のように極大点 ,

極小点をもたないという点では共通的である。
このよう

に表現された吸収スペクトル的特徴を,いかにも対照的

な傾向をとるところの後述日本栗との対比において,支

那栗の傾向と考えて本研究の考察を進めることにする。

兵庫 7号,兵庫 57号 ,田辺, 林 1号 , 利平はいずれ

も支那栗と日木栗との交維による雑種第 1代 (Fl)で あ

るが,それぞれの吸収曲線型は上記設定による支那栗的

傾向を示している。すなわち第 1表に掲げたように極大

点,極小点をいずれの品種にも認めることができない。

個々の曲線にはおのずから若千の相異はあるが,変曲点

のとくに不明瞭な利平以外はあまり顕著な差はみえな

い。以上のように支那栗および支那栗と日本栗との Fl

の傾向が,すべて極大点,極小点を示さないという点で

同じタイプに属した事実は何を物語るものであろうか。

支那栗について設定した特徴的曲線型が,支那栗×日本

栗にも認められることを,こ こでは Flにおける支那栗

の優性を示すところとして解釈する。支那栗と日本栗の

交雑の場合,通常考えられるところとして, それ らの

Flは枝条,葉等において支那栗が優性を示し, 渋皮は

日本栗が優性を示すものとされているが,樹皮タン
ニン

の性格については,支部栗が優性を示す も
:の と思われ

る。勿論この関係をはつきりさせるためには,さ らに系

統的な検討を重ねなければならないが,無作為的に入手

した材料について,こ のような傾向がみられた
ことは注

目に値する。

供試 F15品種中,兵庫 7号,兵庫57号,田辺,林 1

号の4品種は支那栗のうち変曲点のみられる西川支那,

林甘栗の傾向に類似の曲線を示し,変曲点はおおむね

270mμ 附近と 250mμ 附近に存在する。 これに対し利

平のみはより支那栗的な変曲点の不明瞭な日
の春 1号 と

類似している。

以上の支那栗的傾向の吸収曲線に対し日本栗
のンパグ

リでは明確に極大点,極小点の存在する吸収曲線が認め

られる。本研究ではしたがつてこのようなタイプを示す

ものを日本栗の傾向として考える。供試日本栗
13試料

中, 11種類はあきらかにこのタイプに属している。す

なわち,いずれも pH4,0で極大点 268mμ,極小点
254

mμ を示す。ただ残りの2品種,太玉と錦秋は変曲点は

268m″ 附近と254■lμ 附近に認められるが,測定結果と

して極大点,極小点はみられなかつた。従つてン
バグリ

で代表せしめる日本栗的傾向の吸収曲線型をも
つグルー

プには入れられない。曲線型からすればこの
2品種は支

那栗×日本栗の FIのグノレープに入るようなタイプ
であ

る。日本栗と云われているこの2品種がこのよう
に極大

点,極小点を示さないことは,2品種の作出の際に支那

栗との交雑が行われたのではないかという疑問を
生むも

のである。少くとも吸収曲線型はそのような推定を抱
か

せるタイプを示している。

以上要するに,ク )の若枝における樹皮タン
ニンの紫

外部吸収スペクトルを測定し,吸収曲線を描いてみ る

と,その概形的な傾向はおおむね類似しているが,支那

栗では極大点,極小点が見られず,日 本栗では極大点,

極小点が見られた。また両者の F■ では極大点,極小点

が見られず支那栗的な傾向が見られた。例外的な
2品種

の検討は要するとしても,こ の大別的な吸収特性
の存在

は C公力″ια ηο′力ss'″,と G,Sナα″¢ρθ′ι″ガ,の謂明J

に十分有効なものと老えられる。

次にマノ属について第 2表および第23～30図を概観す

ると,前述のクリ属とは著しく異る吸収曲線をも
つこと

が知られる。これらの吸収特性は針葉樹に共通的
に見ら

れるタイプであつて,広葉樹がより多様な吸収を示す
の

に対して対照的に集中的である。供試
8樹種 について

pH2.0の吸llx曲線の傾向をみれば極大点は 277mμ にあ

り,極小点は 255～258 mμ の範囲にある。 したがつて
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相互の識別は一見困難であつていずれも類似の傾向のよ

うに見もる。しかし信細に検討すれば,こ れら吸収曲線
の中にもより近似の傾向のものと相異する傾向のものが

あることがわかる。ここでは分類学生の近縁性を度外視

して,吸収特性の類似性をもとにしてどのように分けら
れるかを考察しようと試みるものである。極大点につい

ては,アカマツ,ク ロマツ, )ギダマン,テーダマン,
フランスカイガンンョク,カ ノビアマツの6種類が 278
m″ であるのに対して,ヒ メコマン,ゴョクノマツの2種
類は 277mμ と浅色移動している。したがつて前 6者と
後 2者は一応極大点について識別拠点をもつていること
になる。極小点については, )ギ ダマンとカリピアマシ
が 258mμ ,テ _ダマンとフランスカイガンンコクが 257
mμ, アカマンとクロマンが 256 mμ , ヒメコマツとゴ

ヨンノマノが 255 mμ となり各 2種類ずつ同傾向となつ
ている。つぎにそれぞれの極大点と極小点の中,すなわ
ち吸収波長巾によつて分けると,ア カマツ,ク ロマツ,
ヒメコマツ,ゴ コタノマンの4種類が22m″ となり,テ
~ダ マツ,フ ランスカイガンショクが 21 mμ , ヅギダ■
ツ,カ ヅビアマツが 2omμ となつてぃる。したがつてぁ
たかも極小点によつて分類した場合の4組の樹種が,そ
れぞれ類似の吸収スペクトル的挙動を示して組み分けを

されたかたちとなる。しかし吸収スペクトル的傾向は前

報で設定 したよぅに △ユog KA,△10g KB,△IOgKcの

大小によつてより強くそのタイプを特性ずけるものであ

る。今試みに 8種類を△10g KAの大小の順序に配列し,
その他の数値を併記すれば第 3表の如くになる。すなわ
ち, △ Iog KAの値はクロマンが最大であり,フ ランス

カイガンショウ, アヵマツ, テーダマツ, カリビアマ

ツ, ジギダマツ, ヒメコマツ,ゴヨクノマツの順で あ
り,前 4者 と後 4者はそれぞれ近似の数値を示 してャ、
る。またこの表において△10g KBの 数に注目すれば,ヒ

メコマツ, ゴヨクノマンが著しく小さいことが見られ ,

他の6種類と明らかに区別することができる。

またその6種種についてみると,カ リビアマツと
'ギダマツは△10g KBの値ではで区別できないかわりに,△

Iog KAの 値が他の4種類より明らかに小さくなつてお

り区分することができる。また△10g Kcの値ははじめ

の6種類のうち,フ ランスカイガンンコクが少し小さい

値を示す他はあまり大きなひらきはなく,△log KAの〕贋

位とも一致しない。しかし後の2種類ヒメコマツとゴヨ

ンノマツは△10g KBと同様に△10g Kcで もきわめて月ヽ

さい値を示し,しかも 0.13と 同じ値となつている。こ
の数値はこれら2種類の類縁性に関係のある数値の中で

もとくに注目すべき点と考えられる。

潤

△iogKB/△ 10gKAは △logKAの傾向とは反対に漸次

増大して行くが, ヒメコマツ,ゴヨクノマンでは再び小
さい値を示す。この数値の小さいものは吸収が浅色移動

しており,大きいものは吸収が深色移動していることを
示すものである。△10gKc/△ 10gKA,お よび△logKc/

△logKBについてもヒメコマンとゴコンノマツの示す
数値は他の種類とちがう傾向となつてあらわれている。

以上の数値によつて,それぞれ各樹種の特徴的な吸収
曲線の傾向を知ることができるが,総括的にみてもつと
も特徴的なタイプを示すものはヒメコマンとゴヨンノマ

ツである。この2種はぃずれの数値からも他の樹種と相

異することがわかり,しかも両種相互にきわめて類似し

た傾向をもつている。

pH2.oの場合 の吸収は以上の如くであるが, pHの
変化にしたがつて吸収は変化するものであり,これらの

樹種の pHlo.oにおける各数値の傾向を比較 のためあ

げれば第 4表の如くである。 これによれば, pH2.0の
場合より極大点:は いずれも深色移動して 284mμ とな

り,極小点もそれぞれかなり深色移動している。この変

移の中でもヒメコマツとゴヨクノマツ2種類は同様の挙

動を示し,これらがきわめて近縁な種類であることを推

察せしめる。

以上あげたようにクノ属およびマノ属は樹皮タン‐ン

の紫外部吸収スペクトル的挙動によつて,その種類ある

いは品種の識別を行うことがある程度安定して可能であ

ることが認められた。とくに支那栗,日 本栗の吸収曲線

のタイブ,そみらの Flの傾向や,マ ノ属中の 2・ 3棄

マノに対する5葉マツの特異な傾向性など,吸収スペク
トル的な識別拠点として注目すべきところであると考え

られる。

摘    要

クリ属の2樹種 C,sチα″ι′″,0′力dSガ″αと ωサ,″¢α

σ″ヵ,JrIおよびマツ属の数種について,その樹皮タンニ

ンの紫外部吸収スペクトルを測定した結果,それらの吸

収曲線型は樹種特有の特徴をもつことが知られた。

クリのうち支那粟の品種であるところの傍±23号 ,西

川支那,日 の春 1号,林甘栗は紫外部の吸収スペクトル

において極大点,極小点を持つていない。こ注らの吸収

型は第 1～第 4図に示す通りである。

支那栗と日本栗の交雑による Flでぁる 5品種の吸収

スペクトルは支那栗の吸収型と同様な傾 向を持つてい

る。

一方,柴栗および日本栗のグループに属する 12品極
のうちの 10品種,銀嶺,鹿の爪,今北,篠,有摩,若

本



枝,銀寄,七福早生,大和早生,森早生は極大点,極小

点を持つている。

紫外部吸収スペクトルにおいて同じ C,Sナβ″¢αに属

するこれらの種類が相互に明確な識別点を持つというこ

とはきわめて興味深いところである。

日本栗に属する2品種,太玉,錦秋は極大点,極小点

を持たないが,こ れらは過去において支那栗との交雑が

行なわれたのではないかと推察されるものである。

次にマツ属の 8樹種, P.力″s,声ο″,, P,ナカク″カー

箸″,P.′をグι彦,P,チ′?′,,P.´ゲ″,Sチη・, P.θ,″ガう―

II¢,, P. ク¢″チr7pヵ夕ど′,,  P. 少ι77ι■クカツJ′, Лttρッ″
・ υ,′ .

れ″》ο″,チsク の樹皮タンニンの紫外部吸収スペク トル

を浪1定したところ,第 2表の如き結果が得られた。これ

ら8樹種の紫外部吸収曲線は特徴的な型を示したが特に

5葉松であるところのP.″″チ妙 /Py′′α,P.″ ,2歩″/17〃α

Ma)″ υαr.ル″》閉 ″dク の2種類は他のマノ類と異

る型を示した。すなわち,こ れらは△10gKcの値の小

さい吸収型をもつものである。

以上の事実は,樹皮タンニンの紫外部吸収スペクトル
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を淑1定することによつて,樹種あるいは品種の識別を行

うことが可能であることを示唆するものである。このこ

とはまた,林木育種における早期検定の場合にも有効な

手力ヽかりとして利用できるものと考えられる。
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Suntmary

Vヽhen ultraviolet‐ absorption spectra of bark tannins upon twO tree species of chestnut (Cα
sナ

'″
¢α

物οど力ssデ ,%2& Crrsチ r7″ιrt θ′?″αttα)and sOme pines(2η 力″d)Was measured, it Was fOund that their

absorption curve type、 vas characteristic in relation to the type of trees,

In the chestnut,the variettts of Chinese chestnut(BO」 I‐23, NISHIKAWA‐ SHINA, HINOHARU-1,

HAYASHI‐AMAGURI)have nOt maximum and minimum points in ultraviolet‐ absorption spectra.

These types are presented as in Figs l-4.

Spectra of 5 varieties, which are Fl by crossing (Chinese chestnut ×」apanese chestnut), Vere

similar to that of Chinese chestnut, On the other hand,SHIBAGURI and 10 of 12 varieties(GINREI,

SHIKANOTSUME, IMAKITA, SHINO, ARIMA, WAKADA,  GINYOSE, SHICHIFUKUttASE,
YAMATO‐WASE.MORI‐WASE)which are a

nliniinum points,

It is a very interesting result that the group o王

grOup of Japanese Chestnut have maximum and

both speciles which are of the same Casチ α″ια differ

clearly from each other in ultraviolet‐ absorption spectra,

Two varieties(FUTODAMA&KINSHU)whiCh are a group of JapaneSe chestnut have not maximum

and ■linimum points.

From this result,it may be assumed that Chinese chestnut may have been used in crosSing in past

days.

Next,abSOrption of their bark tannin of 8 species in the pine (二  虎″S'メ′ο″rr, P. サんク″うιlgガケ,

P・ ″をサカ ,P″励 ,R,′″
'Sチ
er,P,θα万うα¢α,ニ タι″ナψ ノ々′α, P・ ί″″,り

''2ワ
整昨υα″・カゲ物¢力0%,ナ s″ )
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was investigated.This FeStllt is pFeSenttd in Table 2.

Spectrophotometric cwves of a characteristic type in the dtra� olet region of these s species have

been obtained.

Especially,2 species(Pi´切″かわE● &P,″勢チ妙乳ガ励 駒 ″v,′. カケ″¢たο″,才勁)whiCh have r� e
leaves differ from other pines,

Namely,they haVe absorption type of a smali number of△ iOg Kc.

The above fact hdicated that it is possible‐ to disthguish tree species or Varお ties by inves碗 摯tiOn

of ultraviolet‐ absorption epectra oF thoir bark tannins.

It may be considered ttat thiさ might be usefui for the carly diognOsis in plant breeding.
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若下より6行日

右下より2行目

下から 5行目

下から2行日

上から10行 日

Table 3

上から3行日

Fig.5

下からη行日

上から4行日

4行目

Fig. 24     .

Fig.30
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